
拉
致
に
関
す
る
県
市
長
会
へ
の
要
望
と

　

自
衛
官
な
ど
募
集
事
務
へ
の
協
力

深
谷　

成
信（

翔
政
会
）

‌　
　

拉
致
被
害
者
家
族
支
援
団
体
は
、

新
潟
県
市
長
会
の
中
に
、
拉
致
事
件
の

解
決
に
関
す
る
取
り
組
み
に
特
化
し
た

組
織
を
新
設
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
県

内
自
治
体
の
隅
々
に
ま
で
事
件
解
決
に

向
け
た
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

全
て
の
拉
致
被
害
者
を
取
り
戻
す

ま
で
絶
対
に
諦
め
な
い
と
い
う
思
い
を

共
有
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
県
市
長
会
や
町
村
会
と
連
携

し
、
市
長
の
会
の
立
ち
上
げ
、
そ
の
後

の
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

‌　
　

自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
伴
う
情
報

の
提
供
依
頼
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
本
市

は
名
簿
の
提
出
で
は
な
く
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
で
対
応
し
て
き
た
。
令
和
２

年
９
月
定
例
会
で
他
都
市
の
状
況
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　

募
集
活
動
に
最
低
限
必
要
な
氏

名
・
住
所
の
２
項
目
に
限
定
し
、
紙
媒

体
で
の
提
供
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み
と

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
の
新
潟
の
未
来
図

小
泉　

仲
之

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

短
期
間
で
多
数
の
市
民
を
対
象
と
す
る

未
経
験
の
取
り
組
み
で
あ
り
混
乱
が
起

き
た
。
市
民
へ
の
情
報
提
供
不
足
も
指

摘
さ
れ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
の

問
題
点
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

各
医
療
機
関
が
慎
重
に
対
応
さ
れ
、

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
期
待
の

高
ま
り
が
想
定
を
超
え
た
た
め
予
約
が

集
中
し
た
。
今
後
は
経
験
を
生
か
し
、

円
滑
な
接
種
環
境
の
形
成
に
努
め
る
。

‌　
　

コ
ロ
ナ
禍
は
人
口
密
集
の
大
都
市

圏
か
ら
地
方
へ
の
大
き
な
流
れ
を
生
み

出
す
機
会
で
も
あ
り
、
今
こ
そ
新
た
な

地
域
づ
く
り
や
産
業
政
策
を
準
備
す
る

べ
き
だ
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
潟
の
未

来
図
、
ま
ち
づ
く
り
や
人
口
減
少
に
対

応
し
た
経
済
・
社
会
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

情
報
通
信
技
術
を
基
盤
と
し
た
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、

市
民
理
解
を
得
な
が
ら
、
そ
の
環
境
を

用
意
す
る
の
が
行
政
の
役
割
と
考
え
る
。

浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

　

立
地
す
る
公
立
学
校
・
園
の
状
況

栗
原　

学
（
翔
政
会
）

‌　
　

水
害
防
止
を
河
川
流
域
全
体
で
目

指
す
流
域
治
水
関
連
法
が
４
月
に
成
立

し
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
い

避
難
指
示
を
一
本
化
し
た
避
難
情
報
の

変
更
が
本
市
で
も
５
月
20
日
か
ら
運
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
文
部
科

学
省
の
調
査
結
果
と
し
て
、
大
雨
な
ど

に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
浸
水

想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
立

地
す
る
公
立
学
校
の
状
況
が
先
日
発
表

さ
れ
た
が
、本
市
に
お
け
る
公
立
学
校
・

園
の
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
状
況
の
改

善
に
向
け
た
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
で

の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
で
は
１
１
６
校
・
園
が
浸
水

想
定
区
域
に
立
地
し
、
１
校
は
浸
水
想

定
区
域
か
つ
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
立

地
し
て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
の
対
応
で
は

各
区
域
に
立
地
す
る
全
て
の
学
校
・
園

で
避
難
確
保
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、

ハ
ー
ド
面
の
対
応
で
は
改
築
な
ど
の
際

に
敷
地
の
盛
り
土
や
受
変
電
設
備
の
２

階
以
上
へ
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

木
崎
村
小
作
争
議
１
０
０
周
年
と

　

学
校
ト
イ
レ
の
環
境
改
善

風
間　

ル
ミ
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

農
業
改
革
だ
け
で
な
く
、
民
主
化

運
動
や
文
化
運
動
と
い
っ
た
多
様
な
面

が
あ
っ
た
木
崎
村
小
作
争
議
は
来
年
で

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
貴
重
な

郷
土
の
歴
史
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
在
の
学
校
教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　

小
・
中
学
校
の
歴
史
学
習
で
は
、

地
域
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ

る
。
地
元
の
中
学
校
で
は
こ
の
小
作
争

議
の
歴
史
的
価
値
に
鑑
み
、
専
門
家
の

話
を
聞
く
機
会
や
北
区
郷
土
博
物
館
を

活
用
し
た
学
習
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

木崎村小作争議の50周年を記念して、昭和
47（1972）年に建てられた記念碑（北区木崎）

‌　
　

学
校
の
ト
イ
レ
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
康
で
安
心
感
や
ゆ
と
り
あ
る
学
校

生
活
を
送
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
手
洗
い
の
自

動
水
栓
化
な
ど
、
教
育
予
算
を
拡
充
し
、

改
修
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

学
校
現
場
の
要
望
も
多
い
た
め
、

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
快
適
に
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

（
教
育
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
と

　

避
難
情
報
の
変
更
に
よ
る
対
応

荒
井　

宏
幸（

翔
政
会
）

‌　
　

企
業
集
積
地
や
工
業
団
地
な
ど
の

会
館
が
集
団
接
種
会
場
に
な
れ
ば
、
終

業
後
や
仕
事
の
合
間
に
接
種
が
可
能
と

な
り
効
率
が
良
い
。
対
象
人
数
の
制
限

な
ど
と
い
っ
た
職
域
接
種
の
要
件
の
壁

に
も
阻
ま
れ
ず
、
近
隣
住
民
も
利
用
し

や
す
い
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　

64
歳
以
下
の
接
種
が
本
格
化
し
て

い
く
中
、
接
種
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

と
し
て
有
効
な
た
め
、
今
後
検
討
す
る
。

‌　
　

避
難
情
報
の
変
更
で
早
め
の
避
難

行
動
を
心
掛
け
る
人
が
多
く
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
避
難
所
は
密
を
避
け
る
た

め
に
収
容
人
数
を
減
ら
し
て
お
り
、
受

け
入
れ
で
き
な
い
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
。

避
難
所
や
避
難
場
所
を
さ
ら
に
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
の
想
定
避
難
者
数
は
、
被
害

想
定
が
最
大
と
な
る
条
件
で
の
試
算
で

約
15
万
９
千
人
と
な
る
。
市
全
体
で
必

要
な
避
難
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
可
能
だ
が
、

さ
ら
に
補
助
的
な
避
難
所
と
し
て
公
民

館
な
ど
合
計
43
施
設
を
確
保
し
て
い
る
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
方
法
と

　

行
政
区
の
ま
ち
づ
く
り

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接

種
は
、
近
く
の
医
院
な
ど
で
誰
で
も
接

種
で
き
る
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
集
団

接
種
は
仕
事
を
持
つ
世
代
や
若
年
層
向

け
に
各
区
の
会
場
を
増
強
す
べ
き
で
あ

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
将
来
的
に
続
く

と
予
想
さ
れ
、
今
か
ら
対
応
で
き
る
土

台
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

身
近
な
地
域
の
医
療
機
関
や
訪
れ

や
す
い
集
団
接
種
会
場
で
の
接
種
、
予

約
の
取
り
や
す
さ
な
ど
、
ど
な
た
に
も

優
し
い
接
種
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

‌　
　

本
市
は
区
役
所
を
市
政
の
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
と
し
、
行
政
区
単
位
で
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
分
権

型
政
令
市
を
掲
げ
て
き
た
。
区
づ
く
り

予
算
と
老
朽
化
が
進
む
西
蒲
区
、
南
区

の
区
役
所
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

区
の
役
割
に
応
じ
た
予
算
の
確
保

に
努
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
災

害
時
の
拠
点
と
い
っ
た
区
役
所
の
果
た

す
べ
き
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
整
備

の
方
向
性
を
整
理
、
検
討
し
て
い
く
。

若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
介
護
支
援
と

　

既
卒
者
の
学
び
直
し
教
育
機
会
の
保
障

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

在
宅
で
闘
病
す
る
40
歳
未
満
の
若

年
が
ん
患
者
は
、
介
護
保
険
な
ど
の
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
で
介
護
費
用
が

全
額
自
己
負
担
で
あ
る
。
政
令
市
７
市

で
は
訪
問
介
護
や
福
祉
用
具
の
費
用
の

９
割
相
当
額
を
助
成
し
て
い
る
。
本
市

で
も
同
様
の
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

費
用
の
助
成
も
含
め
た
支
援
策
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
で
の
相
談
内
容
か

ら
見
え
る
現
状
な
ど
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
国
の
動
向
や
他
都
市
の
事
例
を

注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

‌　
　

不
登
校
な
ど
で
義
務
教
育
を
受
け

る
機
会
を
逸
し
、
社
会
で
不
利
益
を
受

け
て
い
る
既
卒
者
に
学
び
直
し
の
機
会

を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
機
会

確
保
法
に
基
づ
き
、
夜
間
中
学
の
開
設

や
、
市
立
高
校
で
の
義
務
教
育
課
程
の

学
び
直
し
の
支
援
が
急
務
で
は
な
い
か
。

　
　

夜
間
中
学
開
設
に
つ
い
て
県
と
情

報
共
有
し
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
市

立
高
校
で
の
学
び
直
し
を
目
的
と
し
た

独
自
科
目
の
開
設
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

(

教
育
長)

「
あ
い
さ
つ
課
」の
取
り
組
み
と

　

防
災
標
語
の
策
定

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

‌　
　

長
野
県
須
坂
市
役
所
で
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
新
規
採
用
職
員
研
修
の
グ

ル
ー
プ
「
あ
い
さ
つ
課
」
に
よ
る
活
動

で
あ
い
さ
つ
を
通
じ
た
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
る
。
選
ん
で
も
ら
う
新
潟
市

に
な
る
第
一
歩
と
し
て
、
本
市
も
同
様

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

紹
介
事
例
の
よ
う
な
取
り
組
み
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

を
用
い
て
職
場
の
活
性
化
や
職
員
の
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

‌　
　

東
日
本
大
震
災
の
際
の
い
わ
ゆ
る

釜
石
の
奇
跡
は「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」の

標
語
で
防
災
教
育
を
受
け
た
小
・
中
学

生
に
よ
る
避
難
行
動
の
実
践
例
で
あ
る
。

本
市
も
「
新
潟
版
・
津
波
て
ん
で
ん

こ
」
な
ど
防
災
標
語
を
策
定
・
周
知
し
、

教
育
現
場
で
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

津
波
の
際
に
は
、
ま
ず
自
分
の
命

を
守
る
行
動
が
第
一
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
も
ら
う
た
め
、
標
語
を
含
め
市

民
の
意
識
付
け
を
効
果
的
に
行
う
方
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

●津波てんでんこ
　第１回全国沿
岸市町村津波サ
ミットで成立し
た標語。
　岩手県三陸地
方で「津波が来
たら、てんでば
らばらに一人で
高台へ逃げろ」
という意味で伝
えられてきた。

▼‌‌
一
般
質
問
者
は
24
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼‌
‌

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

●病児・病後児保育
　病気や病気回復期にある子ども（生後６か月から小学
６年生まで）を保護者の就労などにより家庭で保育でき
ない場合に、医療機関または保育園などに併設した施設
で一時的に預かる保育サービス。
　市内全ての病児・病後児保育室では、令和３年４月か
ら、保育園などに登園した子どもが体調不良になった場
合で保護者の迎えが困難なときに、病児・病後児保育室
で一時的に預かるため、看護師などが緊急的に送迎を行
う新たなサービスを開始している。

再
開
発
事
業
に
係
る
補
助
制
度
の
効
果
と

　

必
要
な
財
源
の
確
保

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

‌　
　

「
新
潟
市
ま
ち
な
か
再
生
建
築
物

等
整
備
事
業
」
や
「
市
街
地
再
開
発
事

業
」
に
は
、
補
助
制
度
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、こ
の
補
助
制
度
に
よ
り
市
内
13

地
区
に
国
、県
、本
市
か
ら
総
額
約
２
３

５
億
円
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
き
た
。

本
市
の
街
の
魅
力
や
機
能
の
向
上
が
目

的
で
あ
る
が
、
補
助
物
件
は
分
散
し
て

お
り
、
費
用
対
効
果
は
上
が
っ
て
い
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

耐
火
・
耐
震
ビ
ル
へ
の
建
て
替
え

に
よ
る
安
全
性
強
化
や
空
地
・
緑
地
整

備
に
よ
る
良
好
な
市
街
地
環
境
創
出
な

ど
、
市
街
地
の
機
能
と
魅
力
の
向
上
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

‌　
　

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
指
定
に

係
る
施
策
に
は
、
多
額
の
補
助
金
が
必

要
だ
が
、
補
助
制
度
に
応
え
ら
れ
る
だ

け
の
財
政
力
が
本
市
に
は
あ
る
の
か
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
都
市
再
生
緊

にいがた市議会だより 2令和３年（2021年）８月１日

●市議会ホームページでは会議録など、さまざまな議会情報を掲載しています。どうぞご利用ください。http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index.html


